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は　じ　め　に

　パッシヤール・プン・ブルドBashsh2r　b．　Burdとサーリフ・プン・アブドゥルクッドゥー

ス＄ali取　b．　‘Abd　al－Quddasは，ヒジュラ暦2世紀にバスラにおいて詩人として活躍したイラ

ン系マワーリー知識入である［Blachere　1959：1080－2；Zakeri　1995：984－5］。彼らはその詩

作の巧みさによって著名である一方で，伝記史料中において様々な非（反）イスラーム的性

質を伴う異端的逸話が語られていることでも知られている1）。例えば　ヒジュラ麿4世紀の

文入イブン・ナディームIbn・al－Nadim（d．　ca　388／998）は著書『目　eX　al－FihristSにおいて，

「ザンダカ思想を隠してムスリムのふりをしていた者たち」のリストの中に彼らの名を挙げ

ている。それによれば，彼らは「二元論とその信奉者の教義」を支持した活動を行っていた

という［Fihrist：522］。「ザンダカ／ズィンディーク」2＞は様々な非正統的思想やその保持者

に関して用いられる用語であるが，イブン・ナディームはマニ教に関する詳述の後に上記の

記述を配していることから，ここではマニ教的思想を指すと考えられる。

　初期イスラーム時代の史料中においてマニ教やその他の異端的思想と関連付けられズィン

ディークとして言及される人々についての研究は，ヴァジュダに始まり，ガブリエリやター

ヘリー・イラーキー，ショクルによって，様々な吏料から彼らの伝記的情報を集める作業が

行われてきた［Vajda！937：18！－222；Gabrieli！96！；Taheri－lraqi　1982：201－259；Chokr

1993　：　211－232，265－308］。これらの先行研究では，パッシヤールやサーリフは実際にはマニ

教徒ではなく，ムスリムとして活動していたと考えられることが指摘されている。しかし，

これまでの研究はズィンディークとして非難された人々の実際の信条や活動を明らかにする

1）詳しくは後掲の先行研究を参照されたい。

2）「ザンダカzandaqahj或いはザンダカ思想を持つ者を指す「ズィンディークziRdiq（pE．　zaRadiqah＞」

　は，サーサーン朝時代に非正統的な教えを説く宗教形態，主にマニ教を指したペルシア語の単語

　がアラビア語に取り込まれたものである。その後もマニ教その他の二元論に基づく思想に対して

　用いられたが，非正統的思想や反イスラーム的な思想を勉括的に指すようになった［Lewis　I953：

　54ww5］o
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ことに主眼を置いたものであり，現在に伝わる逸話の多くが彼ら自身の活動期よりも後の時

代に表れ，様々なヴァリアントを伴って広がっていったのだという点に十分な関心が払われ

ていないように思われる。一方でザマーンは，fザンダカ／ズィンディーク」は人々が様々な

異端的イメージを仮託し批判することによって自らのアイデンティティーを確立してきたと

ころの，“others”という概念として機能していたと指摘している［Zaman　1997：63－9］。

この指摘に従えばズィンディークとされた三々の雷説については情報の真実性を検証する

だけでなく，そのr語られ方」により注意を払う必要があると需えるだろう。人々がどのよ

うな「ズィンディーク」像を描き，またそれは各三代の背景にどのように対癒してきたのか。

この点を考察するためには，「ザンダカ／ズィンディーク」に関する言説の形成過程を歴史的

に検証する必要がある。そこで本稿ではその出発点として，パッシヤール・プン・ブルドと

サーリフ・プン・アブドゥルクッドゥースに付された様々な異端的言説の申から，マニ教・

二元論に関わる逸話に絞り，それがどのように構築されていったのかを整理する。

　ともに臨録』に名が挙がっていることに加え，パッシヤールとサーリフの共通点は，

アッバース朝第3代カリフ，マフディーが行ったズィンディークへの異端審問政策の申で逮

捕されたとする逸話が語られていることである。そうした逸話は彼らの異端的性質を端的に

示すものとして流布していったと考えられる。そこで本稿では，まずマフディーのズィン

ディーク遮害政策がどのようなものであったかを年代記から概観した後に，それと比較しな

がらパッシヤールとサーリフそれぞれの逸話をまとめることとする。

1　マフデイーによる対ズインディーク政策

　タバリーTabarl（d．310／923）の年代記を中心とする年代記史料には，アッバース朝第3

代カリフrマフディーがズィンディークの逮捕・処刑政策を行なったことが語られている。

逮捕・処刑事例は，163／779－80年からマフディーが亡くなる！69／785年までとtその後継

者ハーディー一mの短い治世中に集中して見られる。167／783－4年にはズィンディークの逮捕を

専門的に行う役職としてサーヒブ・アッザナーディカ＄ahib　az－Zanadiqahが設置され，ウ

マル・カルワーズィー‘Umar　al－Kalwadhlなる人物が，翌年にはハムダワイフHamdawayh

なる人物がその任に就いたことが記されている［Tabar1　III：520，522；Wuzara’II：156］。逮

捕された者はカリフの御前に連行されて，審問を受けるのが常であり，カリフは三三taba

した者を解放し，そうでない者は投獄ないし処刑するなどの判断を下したという。

　被逮捕者の思想や行動が年代記に詳しく語られることは少ないが，163年の一例3／を除き，

3）　ビザンツ遠征途上のアレッポ周辺においてtマフディーはムフタスィブのアブドゥルジャッ

　バール‘Abd　al－Jabbarにその地のズィンディークたちを連れてくるよう命じ，疑れてこられた者

　たちを改宗させ，拒む者を礁にした。この聴改宗と処飛の；辱象となったのはtキリスト教徒とマ

　ニ教徒であったとみられる〔Tabarl　III：499；Chronique，　III：3］。
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年代記に「ズィンデK一クとして逮：捕された」として名前を挙げられる者の多くは，名前や

立場からムスリムであったことが推測できる’1）。しかし同時に，カリフの御前にてクルアー

ンの章句を嘱えることができず，代わりにマニ教徒の聖句に似た言葉を唱えたという事例が

存在する5）。カリフがヂ」元論者・マニ教徒がムスリムを惑わせている」と述べ，神の唯一

性の教義を守る者として自らを位置づけたとする記述も年代記申に見られる％こうしたこ

とから，この政策において逮捕されたズィンディークにはマ司教的思想の影響を受けたムス

リムが含まれたか，もしくは少なくともそのように考えられていたことが推察される。そう

した者を自らの前に連れてこさせ，悔俊させる，または処刑の判断を下すという行為が，こ

の時代，宗教的最高権威者としてのカリフの立場を顕示する手段として用いられたものと考

えられるア㌔

　以上の点を踏まえつつ，次章以下でパッシヤールとサーリフに付加される逸話を検討する

こととする。

U　パッシヤール・プン・ブルド

　1　思想，性格，同時代における評価

　パッシヤール・プン・ブルドに後代にどのような逸話が付与されていくかを示すため，ま

ずは彼自身の詩作や岡時代の情報を中心に思想や行動同時代人による評価を確認する。

パッシヤールはウカイル族のマワーリーであり，盲入であった。権力者への賞賛詩，風刺詩，

享楽や飲酒，恋愛を詠った詩作で名高いが，情熱的な恋愛詩はあまりにも持て難されたため

4）年代記中に欄人名が明記されている被逮捕者はt以下の通りである。Dawad　b．　Rawb　b．　Hathm，

　Isfna‘ii　b，　Suiayman　b．　］v｛uja’lid，　Mubammad　b，　Abi　AyyUb　al－Makki，　Mut　ammad　b．　TayfUr，　lbn　Abi

　Ayyub，　Sulayman　b，　Ayyab　al－Makki，　Za’idah　b．　Mah　b，　Za’idah，　’Abd　Allah　b．　Aba　’Ubayd　Allah，

　Dawad　b．　Dawlld　b．　Ali，　Ya‘qab　b．　Fadl，　Yazld　b．　al－Fayd，　Yazdan　b．　Badhan　［Tabari　III　：　490，　517，

　520，549－50；Wuzara’II：153－4，156；Ansab：326］。マワーリー出身で改宗から2～3世代を経たカ

　リフ宮廷高官の子弟，ウマイや朝時代から続く有力家系やアラブ部族，中でもハーシム家幽身者，

　または改宗1世代igのマワーリーなど様々な属から逮捕者が出ている。

5）　この聖句について史料にはマニ教との関係控は明記されていないが，ショクルがこれを指摘し

　ている［Wuzara’II：！53－4；Chokr　1993：73］。

6）　タバリーによれば，マフデ／一は後継者ハーディーにヂ息子よ，もしお前にこの仕事（カリフ

　位）が受け継がれたら，この連申tすなわちマニの支持者a曲ab　Man豆（に対処すること）に専念

　せよ」と指示を下したという。マフディーはfマニ教徒」が行うという多神信仰や近親相姦，幼

　児の誘拐と照った悪行を列挙した後，「だから彼らのために（礫刑のための）板を打ち立て，剣の

　鞘を払え。そして彼らに関する事柄において，他に並び立つ者無き神に近づくのだ。なぜなら，

　私はお前の檀先のアッバースが夢の中で私に二本の剣を授け，私に　二元論宗教の儒者を殺すよ

　うに命じるのを見たからだ」と述べる［Tabarl　III：588］。

7）　この異端審問に関する詳しい分析は，筆者の修士論文「アッバース朝初期の「ザンダカ」に関

　する～考禦一一逮捕・処刑事例を手がかりに一」（来公刊）に詳しく述べた。
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に有力者からは危険視されたようである8）。イブン・ムウタッズlbn　Mu‘tazz（d，296／908）

がパッシヤールの甥から伝えているところによると，彼は「人々に宗教的知識を教え，二心

をよく知っていた。しかし（中略）堕落して名声を失った」という［Shu‘ara’：22］。ジャー

ヒズJahiz（d．255／869）は，この時代の名高い神学者の一人ワースィル・プン・アター

Wa＄il　b．‘Ata’とパッシヤールは仲閤であったが，その後決裂したと伝えている［Bayan　1：

24］。他の逸話によれば彼は「バスラの六大神学者」の一人として神学議論に参加していた

が，その後堕落したという［Aghani　II1：146］。以上のことから，パッシヤールは幽初宗教

的知識の豊富な知識人として神学議論に加わっていたが，過激な恋愛詩や堕落から，神学者

らと映を分かったことが推察される。

　また同時代の詩人との風刺詩の応酬からは，その毒舌ぶりや無頼な態度によって非難され

ていたことが窺われる［Bayan　l：30－31］。アブー・ヌワースAbQ　Nuwas（d．　ca．198／814）

は，パッシヤールが同時代の詩ノ）、ンマード・アジュラドllammad　‘Ajradを二元論者であ

ると罵倒し，ハンマードもまたバッシャーールがザンダカ思想を持っていると言い返したとの

逸話を伝えている［Aghanl　XIV；324－5］。またパッシヤールが別の同時代人を不信心な

ズィンディークとして批判している詩も伝えられており凱ghan1　III：！47］，こうした逸話

からは，すでにこの時代の知識人らの間で，「ズィンディーク」という呼称を用いて互いを

批判することがよく行われていたことがわかる9｝。さらにパッシヤールは蒔に宗教的に過激

な内容の詩を詠み，議論を呼んでいた。

　　大地は暗く，火は輝く

　　火は生まれた時から崇められるべきもの［Aghanl　lll：145；Bayan　l：！6］

　彼のこの回避に対して同時代の知識人たちが反論した詩が，ジャーヒズによって少なくと

も三篇紹介されている［Bayan　1：27－9，　32］。地一闇と火一光の対比はマニ教を連想させ得

る。しかしジャーヒズの記述や同時代人がこの詩へ行った反論を検討したターヘリー・イ

ラーーキーとショクルは，この詩は火から創造されたイブリースが土から創造されたアダムへ

の平伏を拒絶したというクルアーンの内容に立脚したものであって同時代人もそのように解

釈していたことを確認し，マニ教とは無関係であると結論づけている［Taheri－lraqi　1982：

220－221；　Chokr　1993：　287－289］o

　パッシヤールにはまた，グラートとの関係性が指摘される場合もある。同時代の詩人サブ

8）パッシヤール自身の詩に基づく情報として，ある時マーリク・プン・ディーナールMalik　b．

　Dlnarという入物がパッシヤールの家を訪れ，厳しく餐めたことが伝えられている［Aghanl　III：

　170］．

9＞　レヴィスはtイスラーム社会において知識入や学者が論難すべき相乎を異端者ないし不信仰者

　と呼ぶことは珍しいことではないこと，これは刑罰や追放t処珊を伴うような異端認定とは別で

　あることを指摘している　〔Lewis　1953：59］。ターヘリー・イラーキーもまた，ズィンディーク

　として批判されることとズィンディークとして処網されることは分けて考えるべき問題であると

　指摘している　［Taheri－lraqi珍82：225］。
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ワーン・アンサーリー一　＄afwan　a｝一An＄arlがパッシヤールに対する反駁詩の中で，

　　汝はアブー・バクルを愚弄しその後のアリーをも否定し

　　すべてをブルドに帰するというのか？［Bayan　I：29］

と述べており，ショクルはここに，グラートの一派であるカーミリーやKamiliyya1｛〕1の思想

を見出している〔Chokr　l993：289－90］。しかしターヘリー・イラーキーが指摘するように，

たとえ一時的にその傾向を示したとしても，パッシヤールがその思想を持ち続けたとは考え

にくい〔Taheri－lraqi！982：216－8］。常にその時々の権力者に賞賛詩を贈り褒賞を得ていた

こと11）は，むしろ権力否定的なグラートとは正反対であるとも思われる。

　以上のことから，パッシヤールは神学議論に参加するような知識人でありつつも，詩にお

ける表現活動は極めて轡密であり，辛辣な姓格や過激な表現からrズィンディーーク」との批

判を浴びていたのだということがわかる。ただしこうした相互の批判の応酬は嶺陣の知識人

社会にあっては珍しいことではなく，彼がマニ教やその他の危険思想に深く根ざしていたこ

とは，少なくとも彼自身の詩作や同時代から伝わる情報には，明確には表れていない。

　2処刑

　パッシヤールの処刑に至る経緯については，タバリーが同時代ないし直後の時代に生きた

と考えられる証言者韮2｝より，以下のことを伝えている。

　　ヤアクーブ・プン・ダーウードの兄弟であるサーリフ・プン・ダーウードがバスラ総督

　　に任命された際，パッシヤール・プン・ブルドは以丁のよう（な詩で）彼を風刺した：

　　　　彼らはサーリフをミンバルに乗せた，汝の兄弟を

　　　　汝の兄弟のためにミンバルは悲鳴をあげた［Tabari　III：538］

　ヤァクーブ・プン・ダーウードは巌時宰棚位にあり，この詩はその権勢ぶりを郷楡したも

のである。この風刺詩を耳にしたやアクーブは怒り，パッシヤールがカリフを風刺したとす

る詩をカリフの耳に入れた。しかしカリフがパッシヤールを問いただすために召喚しようと

すると，パッシヤールの巧みな詩作によってカリフの怒りが解けることを恐れ，ヤアクーブ

10）　カーミリーヤの教義では丁預書者によるアリーへの後継指名を無視したその後のあらゆるカリ

　フたちに加え，正統な権利があるにも関わらずそれを軽視し預書鷺の意志を反故にしたアリーを

　も，棄教者と見なす［Farq：39－42；Chokr　289］。

11）　ウマイや朝期にはウマイや家出身のバスラ総督スライマーン・プン・ヒシャームSulayman　b．

　Hishamへ賞賛詩を贈っていたこと［Aghanl　IH：217〕，アッバース朝期には宮廷に出入りして

　アッバース家カリフへ賞賛詩を贈っていたことが，残された詩からわかる（例えば〔Diw頷亙：

　257，　278－9］）。またtバスラを拠点の一つとしたアリー派の反乱時には反徒を称揚してアッパー

　ス朝カリフを誹誘する詩を編み，反乱軍が敗北するや即座にカリフへの賞賛詩へと作り変えて献

　上したという逸話も残る［Aghan1　III：156］。

！2）ヤズィード・プン・ワハブ・プン・ジャリールYazid　b．　Wahb　b，　Jar重r。彼自身の生没年は不明

　であるが，父ワハブが206／821年没であることからtヒジュラ暦2世紀末には活躍していたと考

　えられる［Sezgin　1967：850］。
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自らパッシヤールへの仕返しのために人を差し向けたという。同じくこの顛末を記録する

ジャフシヤーリーal－Jahshiyarl（d，331／942）とイスファハーーニーal－1＄fahani（d．356／967）

によれば，ヤアクーブが派遣した者はパッシヤールを川へと投げ込んで溺れさせたという

［Wuzara’：158；Aghani　III：244］。これらの記述に従えば，パッシヤールの死亡はサーリフ

がバスラ総督に就任する164／780－1年［Tabarl　III：50！，503］ないし165／78！－2年［Khallfah

II：689］頃であり，その原因はあまりにも辛辣な彼の風刺詩に対するヤアクーブ・プン・

ダーウードの私怨であっだ3）。

　その一方で，彼がズィンディークとして処刑されたとする言説が広がっていく。イスファ

ハーニーが伝える他の逸話には，マフディーがバスラへ赴いた際とある入物が「パッ

シヤールはズィンディーークです」と欝ってマフディーへの風刺詩について密告したために，

怒ったマフディーがパッシヤールを捕らえさせて70國の鞭打ちによって死なせ，川へ投げ

込ませたという経緯が語られている［Aghanl　lll：245－6〕。この逸話ではパッシヤールはカ

リフへの風刺によって「ズィンディーク」として逮捕されたことになっている。しかし，第

1章にて言及したように，マフディーの政策による逮捕事例では被逮捕者はカリフの御前に

おいて改宗ないし悔俊の機会を与えられるのがしt例であった。カリフが怒りのままに死ぬま

で鞭打たせたとする上記の逸話は，宗教的最高権威者として惣らを喧伝する手段としての致

策とは性質が異なっていると言えるだろう。この逸話に付されたイスナードによれば二人目

の伝達者はアフマド・プン・アビー・ターヒル（・タイフール）Ahrnad　b．　Abl　Tahir

Tayfur（d．280／983）であり，その後バスラの伝承者たちが語っていたという。このことか

ら，この情報は隅時代の9学者によるものとは考えにくいが，ヒジュラ麿3世紀半ば～後半

頃にはこうした醤説が語られ，その後語り継がれたことがわかる。

　また，イスファハーニーが伝えるさらに別の逸話には，

　　マフディーはサーーヒブ・アッザナーディカのアブドゥルジャッバールに命じてバッ

　　シャールを鞭打たせた。　（申略）彼は川で死んだ。［AghaRi　III：247］

とある。第1輩に見た通り，サーヒブ・アッザナーディカはマフディーがズィンディークの

捜索と逮捕のために！67／783－4年に設けた役職である。アブドゥルジャッバールは，163年

アレッポにおいてマニ教徒と考えられる「ズィンディーク」を逮捕しカリフのもとへ連行し

たムフタスィブとして年代記史料に登場する［Tabari　III：499］が，彼がサーヒブ・アッザ

ナーディカの任に就いたとの記録はない。アレッポのムフタスィブであった彼がバスラにお

いてパッシヤールの逮捕時に居合わせたとは考えにくく，この逸話もまた後に出来上がった

ものと考えられる。この逸話の情報源はウマル・プン・シャッバ℃mar　b．　Shabbah（d．

264／877）〔cE　Sezgin　！967　II：43］であり，ヒジュラ謄3世紀半ば頃に語られ始めたと考えら

13）　それ以前にもパッシヤールがヤアクーブへの風刺詩を詠んでいたことがtヤアクーブの父が伝

　えた情報によって明らかになっている［Tabarl　III　：508］。
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れる。

　その上さらに，以下のような逸話も伝えられている。

　　マフディーがバスラに下向した際，サーヒブ・アッザナーディカのハムダワイフが随行

　　し，彼のもとにパッシヤールを遮れてきた。（マフディーは〉彼を鞭打つよう命じ，（中

　　略）fズィンディークよ，『神の名において』と言わなければ鞭打つぞ」と需うと，

　　（パッシヤールは）「ならば打て」と答えた。（中略）彼は鞭打ちによって死んだ。

　　［Aghanl　III：250］

　ここでパッシヤールは「神の名において」と唱えることすら拒む不信仰者として描かれて

いるが，詩を見れば彼が神に言及することが珍しくなかったことは明らかであり1’4｝，この場

面は創作性の高いものと判断できる。この逸話からは，パッシヤールがマフディーの対ズィ

ンディーク政策の一環としてサーヒブ・アッザナーディカのハムダワイフにより捕らえられ，

処飛されたのだという言説が流布していたことがわかる。この逸話のイスナードは三名の伝

達者名を含んでいるが，筆者であるイスファハーニーの活動時期から考えて，3世紀以前に

遡るとは考えにくい。

　以上のように，パッシヤールの死に纏わる逸話はヒジュラ麿3世紀を通して「ヤアクー

ブ・プン・ダーウードの私怨による」というものから「カリフ自身が風刺詩に怒り，彼を

ズィンディークと断定した」というもの，あるいはさらに「バッシャ・一ルはサーヒブ・アッ

ザナーディカの職責によるズィンディーク逮捕・処刑の対象であった（すなわちマニ教的思

想を持っていた）」というものへと展開した可能性が指摘できる1％ヒジュラ暦3世紀後半

に活躍した文法学者ムバッラドMubarrad（d．285／898）は完全にこの立場を取り，イス

ナードを添えることなく「マフディーは異端思想（i1胎d）のために彼を殺した」と述べて

いる〔Kamil　ll：177］Q

　3　マニ教・二元論に纏わる逸話

　前節の最後に紹介したムバッラドは，ヒジュラ暦3世紀半ばに活躍したと考えられるバス

ラの学者マーズィニーal－Mazinl［c£　Sezgin　1967　H：605コから伝えて，パッシヤールがあ

る者と交わしたという以下のような会話を紹介している。

　　ある者がパッシヤールに言った。「汝の宗教で禁じられている肉を，なぜ食べるのか？」

　　と。その者は彼を二元論者thanaw1だと見なしていたためである。するとバッシャー

　　ルは答えて，にの肉は，闇の悪を私から取り除いてくれるのだ」と雷つた。［K：ami1

14）　数多いが，例えば［Diwan　1：257］。

15）　イスファハーニー一は「このようにパッシヤールの死に関する逸話は数多くあり，私はその全て

　を収集してはいない。（もしそれをすれば）それだけで膨大な黛になるだろう」［Aghani　III：250］

　と述べており，毒舌で辛辣な詩人の死が当時，小噺としても入気のある、…註・題であったことを陪示

　している。
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　　II：178コ

　「肉が禁じられている」とはマニ教における厳格な菜食主義を指していると考えられ，こ

の記述からは，パッシヤールとマニ教を関連付ける言説がこの頃に流布していたということ

を読み取ることができる。同時代の詩入同士が罵り合いの中で用いた表現を劉にして，この

ように明確にパッシヤールとマニ教を関連付ける逸話は管兇の限りこれが初めてである。ヒ

ジュラ暦5世紀のシーア派法学者ムルタダーa1－Murta飴（d．436／！045）も岡様の情報を伝

えており［Amali　I：138］，後代の著述家にこの逸話が広まっていったことを示している。

皿　サーリフ・プン・アブドゥルクッドゥース

　1思想，性格

　アズド族のマワーリーであったサーリフ・プン・アブドゥルクッドゥースは詩人として名

高い他，バスラにおいて説教師として活躍していたことがわかっている［lrshad　lll：

419－2e；Lisan　lll：！72］。イスファハーニーが伝える逸話によれば，パッシヤールと同様

「バスラの六大神学者」の一人であったという［Aganl　III二146i。ショクルによればサーリ

フが行った説教の一一つがキリスト教徒の手によって記録されており，そこで彼はクルアーン

に基づく表現を駆使しつつ，現世的享楽の無意味さの嵐覚と悔い改めを求めている〔Chokr

1993：225P6＞。また彼の詩は現世の災厄や不幸，人々の堕落，偽善を嘆くものが多く，総じ

て禁欲的な思想が表れている［Taheri－lraqi　1982：204－5］。

　　明日に定められたことから逃れることはできぬ

　　すべて来るものは刻々と近づく［Goldziher　1893：119］

といった詩作からは神による予定運命を重視していたことが窺われ，こうした説教や詩作か

らは，現世否定的で厳格な思想を持っていたことがわかる。サーリフの信仰や思想について

詩や説教から考察したショクルは，彼が明らかにムスリムとして説教を行っていたと述べて

いる［Chokr　1993：225］。それにも関わらず彼は，多くの逸話が伝えるところによれば，

167／783－4年頃に当代のカリフ，マフディーによってズィンディークとして処刑されたとい

う。サーリフに纏わる異端的な逸話はどのようにして流布したのだろうか。前章と瞬様に，

処刑に開する逸話の語られ方から検討することとする。

　2処刑

　サーリフの処刑に関する最も初期の情報は，イブン・アビー・ターヒル・タイフール（d．

280／983）がユーヌス・アル篇ハトリーYanus　al－K：hatliなる人物から伝えた以下の記事で

｝6）　この説教は’Abd　Allah　Khatlb，5’繊δ．’A　bd　al－QuddzZs　a／－Ba5ri．　Baghdad，1967，　pp．93－104に収

　録されているが，筆者は来見である。
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ある。

　　マフディーはサーリフ・プン・アブドゥルクッドゥースをザンダカであると見なして，

　　御前に連行させた。彼（サーリフ）はヂいいえ，私は詩入です（中略）と下った。（マ

　　フディーは）彼がかつて詩の申で「年老いた者は変わることができぬ」と詠っていたこ

　　とを思い出し，「ちょうどお前のようだ」と書って彼を処刑するよう命じた。［Lisan：

　　174］

　この逸話からは，サーリフがズィンディークであると断じられた理由は明らかではない。

イブン・タイフールがイスナードの二人欝であることから，この情報はヒジュラ暦3世紀半

ば～後半頃に流布したと推測できる。「サーリフが捕らえられてカリフの前で弁明ないし梅

俊する（カリフがサーリフの教養に感激して赦そうとするという場颪が挿入される場合もあ

る）がt『年老いた者は変わることができぬ』との詩のために処刑される」という同型の逸

話を，イスファハーニーがアフマド・プン・ヤフヤー・サアラブAね　mad　b．　Ya阜ya　Tha‘lab

（d．291／904）から伝えており，またイブン・ムウタッズが二人の伝達者名を添えた逸話と

イスナード無しの逸話の二例を伝えている［Aghani　XIV：175－7；Shu‘arゑ’：90－2317）。

　さらに，上記の内容に逮捕理由を加えた逸話が存在する。ムバッラドが不特定の【青報源か

ら伝えたものであり，それによれば

　　サーリフはマフディーの御前においてザンダカの疑いをかけられた。マフディーが彼に

　　「汝はこのような詩を詠んでいたな。

　　　　『私は多くの秘密を隠し，静かに押し黙る

　　　　もし人々が私の知識を知ったなら，向かう先は牢獄のみ』と」

　　と雷うと，サーリフは「悔俊し（正しい道へ）戻ります」と雷つた。〔Amali　I：145］

とされている。ここではサーリフが何らかの知識ないし信仰を隠しているということが逮捕

理由とされているが，このことはマフディーがイスラーム社会に潜む異端を排し，信仰を正

す者として対ズィンディーク政策を行ったことを連想させるものである。その後の展開は上

記の逸話と同様であり，マフデ4一（或いはラシード）は『年老いた者は～男の詩を引用し

てサーリフの処刑を命じる。以上の一連の逸話は基本的な内容が共通していることから，同

一の起源を持つと考えられる。

　以上のことから，ヒジュラ贋3世紀半ば頃からサーーリブがズィンディーークとしてカリフに

捕らえられ処刑されたのだという逸話が流布し，またそこに秘密の信仰という逮捕理由が付

与されたことが推測される。サーリフの伝説的な異端イメージはその後強まっていったと見

17＞　なお，イスファハーニーの伝えるものとイブン・ムウタッズの伝えた逸話のうちの一つは，カ

　リフ名がマフディーではなくうシードになっている。またヤアクービーは167／783－4年の記事に

　同様の逸話の概要を伝えているが，審問着はカリフではなくヤァクーブ・プン・ダーウードと

　なっている。しかしヤアクーブは圭66／782－3年に投獄されていることから，この記事内容は矛麿

　しているQ［Ya‘q自bl　ll：398；Tabar11H：506－5！7］
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られ，ムルタダーは異端審問に際してマフディーがサーリフにドザンダカの書κ磁∂αム

ZandaqahSなる書物を読めるかを試そうとする，という伝説的逸話を，イスナードを付さ

ずに伝えている［AmalH：！44］。

　3　マニ教・二元論に纏わる逸話

　サーリフの思想に異端的な性格を付与する最初の逸話は，ヤムート・プン・ムザッラア

Yamttt　b．　al－Muzarra‘（d．　ca．303／915）がムハンマド・プン・イ～サー・ナッザーム

Muhammad　b．　‘lsa　al－Nazzamから伝えた以下のような逸話である。

　　サーリフ・プン・アブドゥルクッドゥースの息子が死んだとき，アブー・フザイル

　　Ab嚢Hudhaylが彼のもとへ行った。若き日のナッザームも付いて行き，お悔やみを述

　　べた。打ちひしがれた（サーリフ〉を見て，アブー・フザイルが彼に「お前によれば人

　　間は：草木のようなものだというのに，なぜ嘆くのか」と尋ねると，サーリフは「ア

　　ブー・フザイルよ，私が悲しんでいるのは彼が『疑念の書κ獅∂αZ－5伽劒姻を読まず

　　に死んだからだ」と答えた。アブー・フダイルが「『疑念の書』とは何か」と尋ねると，

　　彼は「私がその書を著し，それを読んだ者が全てを疑い，そうであることをそうでない

　　と考え，そうでないことをそうであると考えるように仕向けた」と答えた。そこでナッ

　　ザームは「ではあなたは息子が死んだということを疑い，彼が死んだことを死んでいな

　　いと考え，彼がその本を読んでいないことを読んだと考えると良い」と返した。

　　［Talbls　：　50－1］

　ここに登場するアブー・フザイルはムウタズィラ派初期の名高い学者の一一人である

［Nyberg　1960：！27－129］。ショクルによればナッザームはその甥であり，160年代の半ば頃

に生まれたと考えられる。そのため，サーリフが亡くなったとされる167年には上記のよう

な機知にとんだ議論が可能な年齢ではない。シUクルはこの逸話はナッザームの才気を誇る

ものとして後に語られたものであると結論付けており，擬念の割についてはこの系統の

逸話以外には現れず，その実在は疑わしいとしている［ChOkr！993：226－8］。しかし，この

逸話は後代の著述家にも受け入れられたと見られ，サーリフをマニ教徒と見なしたイブン・

ナディーム（d．　ca　388／998）もまた，この逸話を記載している圭8＞。

　サーリフを明確にマニ教や二元論に関連付ける逸話は，ムルタダー（d．436／1045）が情

報源を示さずに記した以下のような記述にも見ることができる。ここでもまたアブー・フザ

イルとの会話というモチーフが用いられている。

　　サーリフ・プン・アブドゥルクッドゥースは二元論thanawiyahの宗派に属していたこ

　　とが明らかである。書われているところによれば，アブー・フザイルが彼を見かけて以

18）ただしイブン・ナディームの記述ではナッザームの名は消えt最後の言い返しもイブン・フザ

　イルが行ったことになっている。これについてショクルは，アブー・フザイルの才気を強講ずる

　逸話へと改変されたためであろうとしている［Fihrlst　285：Chokr　19931226－8］。
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　　下のように話しかけた。「サーリフよ，汝は何に頼っているのか？」と。すると彼は

　　「私は神を頼り，二元論に基づいて発書する」と託った。（中略）また雷われていること

　　によれば，アブー・フザイルは彼（サーリフ）が主張する光と闇の混合に関するよく知

　　られた問題について，彼と議論した。〔AmaE　I：！44］

　光と闘の混合はマ口試の根本教義である。この逸話からは，この頃サーリフを明確にマニ

教徒と見なす雷説が流布していたことがわかる。

　サーリフはまずヒジュラ暦3後半ば～4世紀初頭に現れる逸話においてアブー・フザイル

やナッザームと会話する懐疑論者として登場し，イブン・ナディームやその後のムルタダー

の頃には，アブー・フザイルとの会話のモチーフとともに，明確にマニ教徒としての性格を

獲得していたことがわかる。

お　わ　り　に

　本稿ではアッバース朝カリフ，マフディーが行った対ズィンディーク政策との関達や逸話

の掲現時期に留意しつつ，醗録』にマニ教徒或いは二元論者として現れるパッシヤール・

プン・ブルドとサーリフ・プン・アブドゥルクッドゥースの逸話がどのように展開してきた

かを考察した。その結果，理由は定かではないが，彼らがズィンディークとしてカリフに処

珊されたとする逸話がヒジュラ暦3世紀以降に現れ，末頃までにそれぞれ詳細が付与される

申で言説化した可能性が示唆された。同時に彼らをマニ教や二元論に関連付ける逸話も3世

紀半ば～後半頃に現れ，4世紀末～5世紀前半頃にはさらなる詳網がつけ煽わって成型され

ていたと見られる。

　二人の詩人のうち少なくともパッシヤールについては，彼の死が有力者の私怨によるもの

であったとの同時代人の報告から，対ズィンディーク政策によるものであったとの雷説，さ

らに神を拒絶する異端者であったという虚構的かつ伝説的な言説が表れた過程を追うことが

出来た。マニ教の影響を受けたムスリムを正すためとして行われた（少なくともそのように

考えられていた）対ズィンディーク政策の標的となったという逸話が発展したことで，その

後の彼らについての言説に異端的かつ伝説的な要素が付与されやすくなったのではないかと

いう可能性が考えられる。しかし，本稿における分析のみからこれ以上の考察を行うことは

不可能であろう。

　ヒジュラ暦3世紀から4世紀にかけては，イスラームにおける正統教義が明確化された時

期である。丁度その時代に，過去に活躍した文人の異端的逸話が広まっていくということに

は，どのような意昧があったのか。このことを考察するためには，マニ教・二元論に関係す

るもの以外の逸話も含めて彼らに付与される異端的逸話を総合的に収集し，その発展過程を

明らかにしたうえで，内容の分析を行わなければならない。また，パッシヤールとサーリフ

以外にも，ヒジュラ暦2世紀に活躍しその後の時代にズィンディークとしての伝説的逸話が
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語られる人々が存在する。そうした各逸話の出現と発展過程について，今後分析を進める必

要があろう。
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